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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月23日(2019.5.23)

【公開番号】特開2017-197605(P2017-197605A)
【公開日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2016-87253(P2016-87253)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/38     (2014.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/38     　　　　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月8日(2019.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　チオキサントン、２－クロロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２－イソプ
ロピルチオキサントン、１－クロロ－４－プロポキシチオキサントン、２，４－ジエチル
チオキサントン、４－イソプロピルチオキサントン、イソプロポキシクロロチオキサント
ン、特開２００８－２８０４２７号公報の一般式(２)で表されるチオキサントン化合物等
のチオキサントン類またはその塩。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】

【表１】

【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　〈実施例２〉
　モノマー(２)のうちＳＲ９００３の量を２．４質量部、ＳＲ４９２の量を２．４質量部
とし、かつモノマー(ａ)としてのＳＲ２３８の量を７．２質量部としたこと以外は実施例
１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の１０．２質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の３６．６
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であ
った。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　〈実施例３〉
　モノマー(２)のうちＳＲ９００３の量を４．７質量部、ＳＲ４９２の量を４．７質量部
とし、かつモノマー(ａ)としてのＳＲ２３８の量を２．６質量部としたこと以外は実施例
１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の２０．０質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２６．８
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であ
った。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　〈実施例４〉
　モノマー(２)のうちＳＲ９００３の量を２質量部、ＳＲ４９２の量を２質量部とし、か
つモノマー(ａ)としてのＳＲ２３８の量を８質量部としたこと以外は実施例１と同様にし
て光硬化性インクジェットインクを調製した。
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の８．５質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の３８．３質
量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であっ
た。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　〈実施例５〉
　モノマー(２)のうちＳＲ９００３の量を２質量部、ＳＲ４９２の量を２質量部とし、さ
らに分子中にエチレンオキサイド基を有するモノマーとしてのエトキシ化(３)メチロール
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プロパントリアクリレート〔３官能、サートマー社製のＳＲ４５４〕４質量部を加えたこ
と以外は実施例１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の８．５質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２９．８質
量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であっ
た。
　〈実施例６〉
　モノマー(２)のうちＳＲ９００３の量を５．５質量部、ＳＲ４９２の量を５．５質量部
とし、かつモノマー(ａ)としてのＳＲ２３８の量を１質量部としたこと以外は実施例１と
同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の２３．４質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２３．４
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であ
った。
　〈実施例７〉
　ウレタンアクリレートオリゴマーとしてのＣＮ９６８の量を１７質量部、モノマー(２)
のうちＳＲ９００３の量を３質量部、ＳＲ４９２の量を３質量部、モノマー(ｃ)としての
ＳＲ３９９の量を１４質量部として、モノマー(ａ)としてのＳＲ２３８を配合しなかった
こと以外は実施例１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の１７．０質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２９．８
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは１．８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であっ
た。
　〈実施例９〉
　ウレタンアクリレートオリゴマーとしてのＣＮ９６８の量を１８質量部、モノマー(２)
のうちＳＲ９００３の量を２．５質量部、ＳＲ４９２の量を２．５質量部、モノマー(ｃ)
としてのＳＲ３９９の量を１４質量部として、モノマー(ａ)としてのＳＲ２３８を配合し
なかったこと以外は実施例１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１０７】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の１０．６質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２９．８
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．４７、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であ
った。
　〈実施例１０〉
　ウレタンアクリレートオリゴマーとしてのＣＮ９６８の量を１４質量部、モノマー(２)
のうちＳＲ９００３の量を４．５質量部、ＳＲ４９２の量を４．５質量部、モノマー(ａ)
としてのＳＲ２３８の量を１４質量部として、モノマー(ｃ)としてのＳＲ３９９を配合し
なかったこと以外は実施例１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の１７．０質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の６１．７
質量％であった。また質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８、質量比Ｗ（４）／Ｗ（５）は１であ
った。
　〈比較例２〉
　分子中にエチレンオキサイド基を有するモノマーとしてのエトキシ化(３)メチロールプ
ロパントリアクリレート〔３官能、サートマー社製のＳＲ４５４〕８質量部を加えて、モ
ノマー(２)としてのＳＲ９００３、およびＳＲ４９２をいずれも配合しなかったこと以外
は実施例１と同様にして光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　モノマー(２)の配合割合は、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、およびモノマ
ーの総量の０質量％、モノマー(ａ)(ｃ)の合計の配合割合は、上記総量の２９．８質量％
、質量比ＷＭ／ＷＯは０．８８であった。
　〈比較例３〉
　モノマー(ａ)としてのＳＲ２３８の量を１２質量部として、モノマー(２)としてのＳＲ
９００３、およびＳＲ４９２をいずれも配合しなかったこと以外は実施例１と同様にして
光硬化性インクジェットインクを調製した。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
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【表２】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
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【表３】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
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【表４】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
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【表５】
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